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  機械器具 25 医療用鏡 

一般医療機器 歯鏡 JMDN 31776000 

ピュアリフレクト フォトミラー 
 

【形状・構造及び原理等】 

 

 

 

 

 

 

 

ミラー種類：咬合面用、頬側用、舌側用 

厚み（共通）：27mm 

反射率：95％以上 

 

 

【使用目的又は効果】 

口腔内診査時の口腔内撮影に用いる歯科用器具である。 

 

 

【使用方法等】 

1．付属の専用ハンドルに本品を取り付ける。 

2．口腔外で、緩みやがたつき等の異常がないかを確認する。 

3．本品を口腔内に挿入し、撮影部位が映る位置に鏡面側を向けてセットす 

る。 

4．本品の位置、角度を調整して、表面に必要な画像を映し出し撮影を行う。 

5．使用後は滅菌を施し保管する。 

 滅菌条件（例）：オートクレーブ  135℃  20分 

 

 

【使用上の注意】 

1．次亜塩素酸ナトリウム等の塩素系消毒剤、塩化ベンザルコニウム、塩化ベ 

ンゼトニウム、グルコン酸クロルヘキシジン、超酸化水（超酸性水）等の機 

能水、家庭用洗剤は金属腐食を起こす恐れがあるので、使用しないこと。 

2．使用後は、付着している血液、体液、組織及び薬品等が乾燥しないように、 

直ちに洗浄液等に浸漬すること。 

3．洗浄には、歯科用防錆洗浄剤を使用すること。 

4．薬液消毒を行う時は、薬剤の添付文書に書かれた使用上の注意を守るこ 

と。薬剤の種類によっては、金属素材に影響を及ぼすことがある。特に長 

時間の浸漬は避けること。 

5．洗浄、消毒、滅菌には精製水を使用すること。水道水を使用すると、塩素イ 

オンの影響で鏡面曇りや金属腐食を起こすことがある。 

6．加熱滅菌器（オートクレーブ滅菌器など）の乾燥温度に注意すること。高温 

での乾燥により鏡面が曇ったり、本品が変質または変色することがある。 

7．洗浄、消毒、滅菌後の器具は水分を除去し、十分乾燥させてから保管する 

こと。水分が付着したまま長時間放置すると、錆び、シミ等の原因となるこ 

とがある。 

8．腐食(錆び）の原因となるので、洗浄の際、磨き粉や金属ウール・金ブラシ 

を使用しないこと。 

9．器具の寿命を著しく低下させるので,粗雑な取扱いをしないこと。特に鏡面 

はガラス素材なので、強い力で圧迫すると破損するおそれがある。 

 

 

 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 

本製品は、直射日光とほこりを避けて冷暗所に保管すること。 

 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売業者及びお問い合わせ先 

株式会社吉田製作所 

ＴＥＬ ： ０３－３６３１－２２０４（海外事業部） 

ＦＡＸ ： ０３－３６３５－１０６０（海外事業部） 

外国製造業者 ： プロドントホリガー社   

【PRODONT-HOLLIGER S.A.S.】フランス 

販売業者 

クロスフィールド株式会社 

ＴＥＬ ： ０３－５６２５－３３０６ 

ＦＡＸ ： ０３－３６３５－１０６０ 
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